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を構築した結果を報告する．対流モデルは，DE2 衛星と DMSP 衛星データをもとに最近求めら
れた分布を用いた．文献に報告されている対流反転の緯度とオーロラ粒子の降下位置，具体的に
は，Boundary Plasma Sheet (BPS) の高緯度側境界，BPSと Central Plasma Sheet (CPS)との






とに SARアークが現れる緯度と地方時をモデル化した．文献にある SAR アークの観測情報をも
とにモデルによる現象の再現性を調べた結果，大半のイベントがモデルで再現できた． 
 
